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町の人口 

（平成6年7月31日） 

男 3,864 

女 4,294 

計 8,158 

世帯数 2,827 

一
 

東
古
門
子
ど
も
会
 

子
ど
も
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
 

会
が
、
7
月
 31 

日
町
民
グ
ラ
ウ
 

ン
ド
を
主
会
場
に
し
て
、
方
城
 

中
学
校
運
動
場
、
日
立
グ
ラ
ウ
 

ン
ド
の
3
会
場
で
 18 

チ
ー
ム
が
 

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

猛
暑
の
中
、
白
熱
し
た
試
合
 

が
展
開
さ
れ
、
優
勝
戦
に
は
東
 

古
門
子
ど
も
会
と
浄
万
寺
子
ど
 

も
会
が
残
り
、
打
撃
戦
の
末
に
 

12 

対
3

で
東
古
門
子
ど
も
会
が
 

優
勝
し
ま
し
た
。
 

な
お
、
3
位
は
春
田
子
ど
も
 

会
と
、
新
門
上
・
下
子
ど
も
会
 

で
し
た
。
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うれしい食事時間 

** * * * * 
******************** 

●
児
童
手
当
 

●
児
童
扶
養
手
当
 

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
 

●
児
童
扶
養
手
当
等
資
格
 

喪
失
者
修
学
費
助
成
事
業
 

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
 

（

児

童

手

当

）

 

、 

家
庭
に
お
け
る
生
活
 

の
安
定
と
児
童
の
健
全
 

育
成
の
た
め
、
児
童
を
 

‘
養
育
す
る
人
に
手
当
を
 

支
給
す
る
制
度
で
す
。
 

〇
支
給
対
象
 
3
才
未
満
の
児
 

童
を
養
育
し
て
い
る
人
 

〇
手
当
額
（
月
額
）
第
一
子
・
 

第
二
子
そ
れ
ぞ
れ
五
千
円
 

第
三
子
以
降
一
万
円
 

※
一
定
額
以
上
の
所
得
が
あ
る
 

場
合
は
、
除
き
ま
す
。
 

*
*
*
*
*
*
 *

 

。
 

*
*
 

父
親
の
い
な
い
児
童
 

の
母
や
、
母
に
か
ね
難
 

て
そ
の
児
童
を
養
育
叢
 

る
人
に
手
当
を
支
給
議
 

る
制
度
で
す
。
 

胃一
 

ロ
 口

B
 

A
 
o
 

難算 ぐ
 。
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※
父
親
が
重
度
障
害
者
の
場
合
 

を
含
む
。
但
し
、
児
童
が
公
 

的
年
金
の
加
算
対
象
と
な
っ
 

て
い
る
場
合
を
除
く
。
 

〇
支
給
対
象
 
次
の
い
ず
れ
か
 

に
該
当
す
る
 18 

才
未
満
の
児
 

人
材
育
成
事
業
の
 

一
環
と
し
て
、
集
団
生
活
を
 

通
し
て
身
の
回
り
の
こ
と
を
 

自
分
で
し
、
友
だ
ち
と
の
交
 

流
を
深
め
る
目
的
で
、
6
月
 

16 

日
か
ら
 18 

日
福
祉
セ
ン
 

】
・
 

タ
ー
と
中
央
公
民
館
で
 

卿 
通
学
合
宿
が
行
わ
れ
ま
 

、三量f
ーソ・・ 

し
か
」
。
 

又り「喜） 

今
回
が
初
め
て
 

轟
難
醸
え
麟
馴
 

の
こ
の
合
宿
 

「
宿
題
を
し
な
さ
い
 

「
早
く
寝
な
さ
い
」
と
は
 

一
言
も
言
い
ま
せ
ん
と
 

開
会
式
で
の
あ
い
さ
つ
 

童
を
監
護
し
て
い
る
母
又
は
 

養
育
者
 

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
 

童
 

②
父
が
死
亡
し
た
児
童
 

③
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
 

児
童
 

④
父
か
ら
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ
 

て
い
る
児
童
 

⑤
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
 

一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
 

児
童
 

⑥
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
、
 

懐
胎
し
た
児
童
（
認
知
さ
れ
 

た
児
童
を
除
く
）
 

予
想
を
 

苫
線
鉢
」
難
麟
 

上
回
る
参
加
 

癌
麟
 

が
あ
り
2
泊
3
日
 

費嚢 

の
合
宿
を
の
り
き
 

寺
f
 

っ
た
子
ど
も
た
ち
の
顔
 

に
は
、
疲
れ
た
中
に
も
 

「
や
れ
ば
で
き
る
」
と
い
う
 

自
信
が
つ
い
た
表
情
が
う
か
 

が
え
ま
し
た
。
 

合宿生代表であいさつ 

をする塩川知成君→ 

手
つ
き
が
い
い
で
す
ね
 

手
を
切
ら
な
い
よ
う
に
 

※
①
5
⑥
の
要
件
に
該
当
す
る
 

に
至
っ
た
日
か
ら
、
5
年
を
 

経
過
し
た
場
合
は
請
求
資
格
 

が
消
滅
し
ま
す
。
 

〇
手
当
額
 
支
給
対
象
児
童
一
 

人
目
分
三
万
九
千
三
百
八
十
 

円
又
は
二
万
六
千
三
百
七
＋
 

円
、
二
人
目
の
場
合
は
五
千
 

円
加
算
、
三
人
目
か
ら
一
人
 

に
つ
き
二
千
円
加
算
 

※
一
定
額
以
上
の
所
得
が
あ
る
 

場
合
は
支
給
停
止
 

20 

才
未
満
で
心
身
に
 

障
害
の
あ
る
児
童
の
扶
 

養
の
た
め
に
、
そ
の
父
 

母
又
は
養
育
す
る
人
に
 

手
当
を
支
給
す
る
制
度
 

で
す
。
 

〇
支
給
対
象
 
次
の
い
ず
れ
か
 

に
該
当
す
る
児
童
を
監
護
し
 

て
い
る
父
母
又
は
養
育
者
 

①
国
民
年
金
法
の
一
級
及
び
一
一
 

級
に
相
当
す
る
人
 

②
療
育
手
帳
（
A

・
B
）
又
は
 

判
定
書
（
重
度
以
上
）
を
持
 

っ
て
い
る
人
 

タ
食
後
の
 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
 

〇
手
当
額
（
月
額
）
 

重
度
障
害
児
（
一
級
）
一
人
に
 

つ
き
四
万
七
千
八
百
円
 

中
度
障
害
児
（
一
一
級
）
一
人
に
 

つ
き
三
万
一
千
八
百
六
十
円
 

高
等
学
校
に
在
学
中
 

の
児
童
が
 18 
才
に
達
し
 

た
こ
と
に
よ
り
児
童
扶
 

養
手
当
又
は
遺
族
基
礎
 

年
金
等
の
受
給
資
格
を
 

失
っ
た
母
子
家
庭
等
に
 

対
し
、
児
童
の
修
学
費
 

を
助
成
す
る
制
度
で
す
。
 

〇
支
給
対
象
 

①
対
象
児
童
が
 18 

才
に
達
し
た
 

こ
と
に
よ
り
、
児
童
扶
養
手
 

当
又
は
遺
族
基
礎
年
金
等
を
 

受
給
で
き
な
く
な
っ
た
人
 

②
児
童
が
、
 
18 

才
に
達
し
た
後
 

母
子
家
庭
等
に
な
っ
た
人
 

※
児
童
が
高
等
学
校
に
在
学
中
 

の
人
に
限
り
ま
す
。
 

〇
助
成
金
額
（
月
額
）
 
一
万
円
 

■
間
い
合
わ
せ
 
役
場
住
民
課
 

福
祉
係
容
（
2
2
)
0
5
2
0
 

内
線
1
2
4
 

お風呂の時間が一番楽しそう 

11 
時
を
す
ぎ
て
い
る
の
に
・
 

朝
起
き
れ
る
の
か
な
っ
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☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
 

一
番
質
で
毎
曹
瞬
 

一 

一 

殿
喚
賢
賢
 

一 

☆
 

☆
 

婦
 

伊
方
小
学
校
で
七
タ
会
 

婦
 

☆

 

AH 

☆
 

去
る
7
月
2

日
、
伊
方
小
学
校
で
七
タ
集
会
が
行
わ
れ
 
☆
 

蚊
ま
し
た
o
 

婦
 

婦
 

兄
弟
学
級
の
2

ク
ラ
ス
ず
つ
が
 

9
本
の
笹
に
飾
り
つ
 
婦
 

☆
け
を
し
た
後
、
体
育
館
に
運
び
こ
み
児
童
会
か
ら
「
ひ
こ
 
☆
 

婦
星
賞
」
な
と
の
賞
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
o
 

婦
 

婦
 

ま
た
、
図
書
委
員
会
や
放
送
ク
ラ
ブ
に
よ
る
七
タ
の
お
 
婦
 

☆
話
が
あ
り
、
児
童
た
ち
は
暑
い
中
、
興
味
深
そ
う
に
聞
い
 
☆
 

婦
 
て
い
ま
し
た
o
 

婦
 

婦
 

「
お
金
持
ち
に
な
れ
ま
す
よ
う
に
」
や
「
お
じ
い
ち
ゃ
 
婦
 

☆
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
ま
す
よ
 
☆
 

婦
う
に
」
な
ど
と
書
か
れ
た
短
冊
が
 
決
い
微
風
に
吹
か
れ
 
婦
 

婦
て
ゆ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

婦
 

☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
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も
の
忘
れ
が
気
に
句
 

め
ま
せ
ん
か
っ
 

顔
は
覚
え
て
い
る
け
ど
名
前
 

が
思
い
だ
せ
な
か
っ
た
り
、
何
 

か
と
り
に
来
た
の
に
忘
れ
て
し
 

ま
い
、
も
と
の
場
所
に
も
ど
つ
 

て
思
い
だ
そ
う
と
し
た
経
験
は
 

だ
れ
に
で
も
あ
る
こ
と
で
し
よ
 

う
。
と
こ
ろ
が
、
「
財
布
が
な
 

く
な
っ
た
」
「
印
鑑
を
な
く
し
 

た
」
な
ど
の
症
状
か
ら
始
ま
る
 

痴
呆
は
、
正
し
く
理
解
さ
れ
ず
、
 

本
人
も
家
族
も
つ
ら
い
思
い
を
 

し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
 

25 
(%) 

20 

15 

10 

5 

0 

願いごとがかなうといいな 

そ
こ
で
今
回
は
、
社
会
問
題
に
 

も
な
っ
て
い
る
痴
呆
に
つ
い
て
、
 

お
話
し
ま
す
。
 

痴
呆
は
早
期
発
見
ノ
 

悼
期
治
療
が
大
切
ク
 

最
初
は
、
た
だ
の
も
の
忘
れ
 

と
同
じ
で
す
が
、
物
の
置
き
忘
 

れ
や
紛
失
、
日
時
や
今
聞
い
た
 

話
を
忘
れ
た
り
す
る
よ
う
に
な
 

る
と
、
痴
呆
を
疑
っ
て
く
だ
さ
 

い。 

ノ
 

治
る
痴
呆
と
ぬ
但
ら
な
い
 

痴
呆
が
あ
る
の
？
 

イ
 痴

呆
の
原
因
は
、
脳
出
血
や
 

脳
梗
塞
が
原
因
と
な
っ
て
お
こ
 

る
脳
血
管
性
痴
呆
と
、
原
因
不
 

明
で
起
こ
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
 

同
和
問
題
啓
発
講
演
会
 

『
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
』
 

松
下
百
々
代
先
生
 

一 

去
る
7

月
8

日
、
元
大
阪
市
 

一
立
中
学
校
教
師
松
下
百
々
代
先
 

生
を
講
師
に
招
き
、
町
民
体
育
 

一
館
で
同
和
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
 

ー
し
た
。
 

一 

講
演
前
に
は
、
川
崎
亭
好
朝
 

一
さ
ん
（
川
崎
小
学
校
同
和
推
進
 

一
教
諭
）
に
よ
る
人
権
落
語
が
 30 

一
分
程
行
わ
れ
、
笑
い
の
中
に
も
 

考
A
t
ん
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
 

型
痴
呆
の
2

つ
で
約
8
割
を
占
 

め
ま
す
。
残
り
の
2
割
は
、
脳
 

腫
蕩
や
内
科
的
疾
患
で
起
こ
る
 

も
の
で
す
。
治
る
痴
呆
と
い
わ
 

れ
て
い
る
内
科
的
疾
患
等
を
見
 

つ
け
る
た
め
に
も
、
様
子
が
お
 

か
し
い
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
、
 

専
門
医
や
保
健
婦
に
相
談
し
ま
 

し
よ
ト
つ
。
 

痴
呆
に
な
ら
な
い
た
町
 

痴呆の出現率 
資料／厚生省 

19.9% (5人に1メョ 

11.7% (10人に1人） 

4.9% 

イに ①
人
間
関
係
を
大
事
に
し
、
生
 

き
が
い
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
 

②
手
足
を
よ
く
動
か
し
、
脳
に
 

刺
激
を
与
え
ま
し
ょ
う
。
 

③
歯
の
丈
夫
な
人
は
、
痴
呆
に
 

今
年
は
、
就
労
者
の
 

人
が
対
象
で
し
た
 

ま
し
た
。
 

コ
 

松
下
先
生
は
、
自
分
の
結
婚
 

話
が
で
た
時
に
初
め
て
自
分
が
 

被
差
別
部
落
出
身
で
あ
る
こ
と
 

を
知
り
、
ふ
る
さ
と
を
言
え
ず
 

10 

年
間
悩
み
続
け
た
が
、
同
和
 

教
育
を
学
び
、
今
で
は
、
胸
を
 

張
っ
て
ふ
る
さ
と
を
語
れ
る
と
 

の
こ
と
で
し
た
。
 

L
 

な
り
に
く
く
、
寿
命
も
長
い
 

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
長
持
 

ち
さ
せ
ま
し
よ
う
。
 

④
カ
ル
シ
ウ
ム
を
充
分
と
り
、
 

骨
を
強
く
し
て
、
寝
た
き
り
 

を
予
防
し
ま
し
よ
う
。
 

⑤
薄
味
の
食
事
に
慣
れ
、
高
血
 

圧
を
予
防
し
ま
し
よ
う
。
 

⑥
過
食
を
せ
ず
、
肥
満
を
予
防
 

し
ま
し
よ
ト
フ
。
 

⑦
1

日
 30 

分
以
上
、
疲
れ
な
い
 

程
度
の
運
動
を
行
い
、
健
康
 

づ
く
り
を
し
ま
し
よ
う
。
 

2.7% 
翫

国

 65
 

5
 69
 

才
 

70 

5
 74 

才
 

75 

5
 79 

才
 

80 

5
 84 

才
 

85 
才
以
上
 

、
一
【
》
γ
一
1
し
「
、
、
v
ョd
，でノ 

＜
 

こ
い
の
ぼ
り
 

I

・
L
O
V
E
彦
山
川
実
行
 

委
員
会
で
は
、
今
年
も
 10 

月
 10 

日
（
月
）
に
彦
山
川
河
川
敷
で
 

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
 

そ
の
際
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
 

げ
る
た
め
に
、
伊
方
橋
周
辺
に
 

「
こ
い
の
ぼ
り
」
を
上
げ
る
予
 

定
で
す
。
家
庭
で
不
要
に
な
っ
 

た
「
こ
い
の
ぼ
り
」
が
あ
り
ま
 

し
た
ら
、
譲
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

◆
連
絡
先
 
方
城
町
役
場
企
画
 

鉱
公
害
室
公
（
2
2
)
0
5
2
0
 

内
線
2
2
1
 

杉
原
嘆
治
公
2
2

・ 

嶋
野
 
勝
公
2
2

・ (U

(
“
乙
ハ
く
。
（
づ
 

一 

只
『
）
『
1

月什 

騎

ー

 

個人事業税第I期納付 

平成6年度個人事業税第1期の納期限は、 

8月31日です。納期限までに納めましょう。 

詳しくは、田川県税事務所 

'(4 4 ) 8 1 1 1 まで 
× ノ 

イノシシ駆除実施 

★駆除期間 9月1日（木）~10月31日（月） 

の日の出から日の入りの間 

★区 域 町内、中山間地 

※期間中は危険なため、中山間地に行く場合 

注意をしてください。 
× ノ
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第178 号 ニノ よ
 

じ
 

ニノ ほ
 

〇
内
 

容
 

〇
会
 

場
 

o
日
 
程
 

〇
受
講
料
 

年
金
講
座
、
教
養
講
座
、
健
や
か
に
美
し
く
 

老
い
る
た
め
の
健
康
講
座
の
ほ
か
、
社
交
ダ
 

ン
ス
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
趣
味
の
講
座
 

国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
『
太
宰
府
』
 

（
太
宰
府
市
連
歌
屋
3

の
8

の
1
) 

合
0
9
2

(
9
2
5
)
5
8
0
1
 

第
1
班
 
10 

月
 19 

日
（
水
）
5
 10 

月
 20 

日
（
木
）
 

第
2
班
 
10 

月
 20 

日
（
木
）
5
 10 

月
 21 

日
（
金
）
 

各
班
と
も
9
千
円
 

〇
定
 

員
 
各
班
と
も
 75 

名
 

〇
参
加
資
格
 
福
岡
県
内
に
居
住
す
る
公
的
年
金
制
度
の
 

被
保
険
者
及
び
受
給
権
者
 

〇
申
し
込
み
 

9
月
5

日
の
 
10 

時
か
ら
電
話
で
受
け
付
け
 

ま
す
。
 

福
岡
県
国
民
年
金
協
会
公
0
9
2

(
6
2
2
) 

(
b
Q
u
o
．〕（I 

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
申
込
順
と
し
ま
す
。
 

丈
偲
財
シ
リ
ー
ズ
 14 

畑
村
と
比
自
川
庄
屋
（
3
) 

（
皆
川
三
世
 
請
結
衛
門
 

一
庄
屋
初
代
 
宗
孫
 

か
ん
え
い
 

か
と
く
 

寛
永
二
年
家
督
を
つ
ぐ
。
同
 

た
だ
お
き
 

年
九
月
細
川
忠
興
は
肥
後
（
熊
 

く
に
か
え
 

本
）
（
国
替
と
な
る
。
そ
の
あ
 

あ
か
し
 

お
が
さ
わ
ら
 

と
明
石
（
兵
庫
）
か
ら
小
笠
原
 

た
だ
ま
さ
 

た
だ
ざ
ね
 

忠
政
（
忠
真
）
が
小
倉
城
に
入
 

き
 
く
 

み
や
こ
 

り
、
企
救
・
京
都
・
田
川
地
方
 

な
ど
六
郡
を
合
わ
せ
、
十
五
万
 

石
の
大
名
と
な
る
。
 

ぷ
 

け
 

小
笠
原
家
は
、
代
々
「
武
家
 

れ
い
ほ
う
し
な
い
 
け
 

礼
法
指
南
家
」
の
名
門
と
い
わ
 

れ
格
式
が
あ
り
、
徳
川
支
配
下
 

ふ
だ
い
 

で
は
普
代
の
地
位
で
、
妹
は
細
 

川
忠
利
の
正
室
で
あ
る
。
 

皆
川
一
族
は
武
士
を
す
て
、
 

農
民
と
な
っ
て
畑
村
に
定
住
す
 

る
や
、
原
野
の
開
墾
に
明
け
暮
 

れ
る
毎
日
で
あ
っ
た
と
い
う
。
 

木
を
切
り
、
根
を
掘
り
、
竹
 

や
ぶ
を
開
き
、
石
を
除
き
、
道
 

を
作
り
、
橋
を
か
け
、
溜
池
を
 

作
り
、
用
水
路
を
掘
り
、
井
堰
 

を
設
け
て
田
畑
ら
し
く
す
る
こ
 

と
に
二
＋
有
余
年
の
歳
月
が
か
 

か
っ
た
。
原
野
を
開
き
始
め
て
 

か
ら
、
作
物
を
収
穫
す
る
ま
で
 

の
苦
労
は
、
現
在
の
人
々
に
は
 

と
う
て
い
理
解
す
る
こ
と
は
で
 

き
な
い
だ
ろ
う
。
 

田
畑
ら
し
く
な
る
に
つ
れ
て
 

人
々
は
暮
ら
し
に
落
ち
つ
き
が
 

で
き
、
村
ら
し
い
体
制
が
で
き
 

あ
が
る
と
、
皆
川
新
右
衛
門
は
 

伊
方
村
よ
り
分
村
を
決
意
、
小
 

倉
藩
に
願
い
出
る
。
 

一
六
四
八
年
（
慶
安
四
年
）
 

分
村
の
許
可
が
お
り
る
。
畑
村
 

の
誕
生
で
あ
る
。
と
共
に
畑
村
 

庄
屋
役
と
し
て
新
右
衛
門
が
任
 

命
さ
れ
る
。
 

こ
の
当
時
庄
屋
役
に
な
っ
た
 

初 代 庄 屋 宗 孫 の 墓 

※（）内金額は、住民税非課税世帯 
高額療幾費とは？ 

こ支給されます 
，

ー

 

一こんな場合 

高額な医療を長期 

間必要としたとき 

高額医療費の支給を 

3回以上受けたとき 

同―世帯で合算して 

63,000円を超えたとき 

1か月に63,000円 

を超えたとき 

人
は
、
ほ
と
ん
ど
中
世
以
降
の
 

土
着
の
小
部
将
や
経
済
的
に
恵
 

ま
れ
た
郷
土
の
出
身
者
が
多
く
 

そ
の
う
え
、
読
み
・
書
き
・
そ
 

ろ
ば
ん
に
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
 

が
条
件
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
み
 

た
す
人
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。
 

そ
の
任
務
と
し
て
は
、
村
全
 

体
の
役
務
・
年
貢
の
割
当
・
催
 

促
・
納
入
を
は
じ
め
道
、
橋
 

ふ
し
ん
 

堤
防
用
水
路
の
普
請
（
修
理
）
 

戸
籍
・
宗
門
改
め
等
が
あ
り
、
 

更
に
農
民
の
日
常
生
活
全
般
に
 

わ
た
っ
て
指
導
、
世
話
を
強
制
 

的
に
や
ら
せ
る
よ
う
藩
か
ら
強
 

く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 

か
い
さ
い
 

特
に
年
貢
皆
済
（
村
内
が
年
 

貢
を
全
納
）
す
る
た
め
に
は
、
 

耕
作
に
力
を
入
れ
さ
せ
る
。
朝
 

タ
に
鐘
を
な
ら
し
、
田
畑
に
出
 

る
合
図
を
す
る
。
そ
の
後
、
村
 

各喪主のご懇志に対しまして、心より厚くお 

礼申し上げます。なお、ご懇志の誠意は、クラ 

ブ活動の一端に使用させていただきます。 

方城町老人クラブ連合会 

会 長 松 本 利 雄 

6月分（敬称略） 

住所 犬星 故人 今 水 責 三 

喪主 今 水 ツヤ子 

国有林の緑のオーナー募集 
〇遠賀町別府99林班 8 口 

（契約期間16年）ヒノキ 

〇筑穂町山口13林班 27口 

（契約期間17年）ヒノキ 

*1 口 50万円 

*p-切 9月9 日（金） 

★問い合わせ先 直方営林署 

公 09492 (6 ) 4041 

長期にわたり高額な 

医療費がかかる疾病 

で、厚生大臣が指定す 

るもの（血友病、慢性 

腎不全など）や、国保 

が認定したものについ 

ては、毎月の自己負担 

限度額は10,000円まで 

となり、それを超える 

分が、高額療養費とし 

て支給されます。 

ただしこの場合、国 

保に申請して交付され 

る「特定疾病療養受療 

証」が必要です。 

同―世帯内で、前12 

か月間に3回以上、高 

額療養費の支給を受け 

た場合、 4回目以降は 

自己負担限度額が 

63,000円（35,400円） 

から37,200円（24,600 

円）へと、さらに軽減 

されます。 

同ー世帯で、同―月 

内に30,000円（21,000 

円）以上の自己負担金 

額を、 2回以上支払っ 

た場合、それらを合算 

して63,000円（35,400 

円）を超える分が支給 

されます。 

同じ人が同ー月内 

に、同一の医療期間に 

支払った自己負担金額 

が63,000 円（35,400 

円）を超えた場合、そ 

の超えた分が支給され 

ます。 

内
を
巡
回
し
耕
作
の
有
無
を
調
 

べ
そ
の
つ
ど
、
指
導
し
な
け
れ
 

コ（れ 

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
潰
百
 

姓
（
年
貢
を
納
め
ら
れ
な
い
農
 

民
）
を
出
さ
な
い
た
め
で
あ
る
。
 

つ
ぷ
れ
 

も
し
潰
百
姓
が
で
た
時
は
、
五
 

ほ
う
ず
 

人
組
や
方
頭
や
親
族
が
年
貢
の
 

不
足
分
を
補
充
す
る
。
そ
れ
で
 

も
不
足
す
る
時
は
、
庄
屋
が
全
 

責
任
を
も
っ
て
完
納
す
る
義
務
 

が
あ
り
、
凶
作
の
年
は
年
貢
皆
 

済
が
で
き
ず
、
庄
屋
が
つ
ぶ
さ
 

れ
た
時
代
も
あ
っ
た
。
 

文
化
財
専
門
委
員
会
 

植
田
 
辰
生
 

バイクの自賠責保険加入 

バイクにも自賠責保険への加入が法律で義務 

づけられており、無保険で走ると6ケ月以下の 

懲役、または5万円以下の罰金、さらに違反点 

数6点になり、免許停止処分になります。 

加入手続きは、損外保険会社、同代理店（バ 

イク・自転車店、コンビニエンスストア）農協 

で行っています。 

国保税の納め方にご注意 

5月に会社をやめ、8月にやっと 

国保加入の届け出をした場合、保険 

税は、加入資格を得た、5月分から 

おさめなくてはなりません。 

プ競鷺 
プく高扉療費は申一青しなしと支給されませり

事麟§二 
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じ
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ぐ」」難「「L」二二三L」I麟麟欝「i」II】」ンりI】i ，難I 
空
き
缶
の
ー
ポ
棄
捨
委
ぽ
舞
一
『
一
」
 

一
一
一
れ
ー
り
蓬
悪
護
た
法
律
違
反
y
・ 

●
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
廿
6

ケ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
 

50 

万
円
以
下
の
罰
金
 

申
軽
 
犯
 

罪
 

法
 
廿
 
拘
留
ま
た
は
科
料
 

命

自

 
然
 
公
 
園
 
法
 
廿
 
20 

万
円
以
下
の
罰
金
 

命
河
川
法
の
施
行
例
 
廿
 
3
ケ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
 20 

万
円
以
下
の
罰
金
 

傘
道
 
路
 
交
 
通
 
法
 
廿
 
5
万
円
以
下
の
罰
金
 

こ
の
他
に
も
7

つ
の
現
行
法
令
で
処
罰
さ
れ
ま
す
。
 

ほら、思いあたりませんか？ 
はずかしいポイ捨ての心理0 

・
導
』
（
W
 

嚇
・
童
 
嚇・〈」W

・
嚇
・
嚇
 
講
 
雄
 
雄
 
兼
 
海
】
郵
・
」
一
）
 

督普帯書幣鼻郵尋尋毒母嚇嚇嚇畿魯導 

敬老会のお知らせ 心 

憂 

日 時 平成6年9月15日困 

午前10時 

場 所 方城町町民体育館 

対象者 大正14年4月1日以前に 

生まれた人 

奪」, 

に，, 

ぼ
し
ゅ
》
つ
 毒 

毒議毒着普普魯拳嚇嚇毒郵鼻鼻毒嚇普普華撃 

県
営
住
宅
空
家
入
居
者
 

★
申
し
込
み
書
配
布
及
び
申
し
 

込
み
受
付
期
間
 
9
月
1

日
 

（
木
）
5
9
月
 12 

日
（
月
）
 

★
申
し
込
み
案
内
配
布
場
所
 

方
城
町
役
場
建
設
課
住
宅
係
 

公
（
2
2
)
0
5
2
0
内
線
 

n
乙
Q
u
n
ノ〕 

★
申
し
込
み
先
 
福
岡
県
住
宅
 

供
給
公
社
県
営
住
宅
管
理
部
 

★
問
い
合
わ
せ
先
 
筑
豊
管
理
 

事
務
所
（
飯
塚
市
大
字
川
島
 

6
0
5
番
地
）
公
0
9
4
8
 

(
2
1
)
3
2
3
2
 

※
平
成
6
年
 10 

月
5
平
成
7
年
 

3
月
の
空
家
見
込
分
 

~ 
「自分一人ぐらい」、「これー回ぐらい」とポイ捨て心が誘惑します。 

こまかしの心理 横着な心理 

国 

消

防

吏

員

 
捨てるのではない、置いた 

のだとこまかしながら、 

缶を置き去りにする 

近くにあるくずかこがい 

っぱいの時、ほかを探す 

のは面倒だからとあふれ 

た上に捨てる 

★
受
験
資
格
 
昭
和
 45 

年
4
月
 

2
日
5
昭
和
 52 

年
4

月
1

日
 

ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
で
、
 

採
用
後
田
川
市
郡
に
居
住
で
 

き
る
人
 

★
身
体
的
条
件
 

〇
身
長
 

晒
m
以
上
 

〇
体
重
 

53 

蛇
以
上
 

〇
視
力
 
叩
以
上
で
色
力
正
常
 

な
人
（
た
だ
し
視
力
暗
以
上
 

で
矯
正
視
力
印
以
上
の
人
は
 

可） 

〇
聴
力
 
正
常
で
あ
る
こ
と
 

〇
握
力
 
左
右
と
も
 35 

聴
以
上
 

★
一
次
試
験
 
10 

月
 23 

日
（
日
）
 

田
川
市
立
中
央
学
校
 
教
養
 

試
験
・
消
防
適
正
検
査
・
体
 

力
試
験
 

★
二
次
試
験
 
平
成
6
年
 11 

月
 

中
旬
の
予
定
 

★
申
込
書
の
請
求
先
 
8
月
 20 

日
か
ら
田
川
地
区
消
防
本
部
 

総
務
課
に
準
備
し
て
い
ま
す
。
 

★
申
込
書
の
受
付
期
間
 
9
月
 

8
日
（
木
）
5
9
月
 14 

日
（
水
）
 

午
前
9
時
5
午
後
5
時
 

※
郵
送
で
の
受
け
付
け
は
し
ま
 

せ
ん
。
 

★
問
い
合
わ
せ
先
 
田
川
地
区
 

ずるい心理 

葉13< WI. 
小心な心理 

だれも気がつかないだろうと見え 

ない所に捨てる 

言いわけをしながら、すでに自分 

だけが悪いわけではないと捨て 

られている場所に捨てる 

消
防
本
部
総
務
課
（
田
川
市
 

大
字
川
宮
1
5
7
0
番
地
）
 

容
（
4
4
)
0
6
5
0
内
線
 

つ
J

（
。
）
月
吐
 

障
害
者
理
解
を
深
め
る
 

作
文
・
ポ
ス
タ
ー
 

〇
作
 

文
 

★
テ
ー
マ
「
出
会
い
、
ふ
れ
あ
 

い
、
心
の
輪
」
「
私
の
第
一
歩
」
 

「
ま
ち
の
中
の
小
さ
な
発
見
」
 

以
上
の
ほ
か
自
由
テ
ー
マ
で
 

可
 

★
応
募
資
格
 
小
学
生
以
上
の
 

障
害
児
及
び
障
害
者
問
題
に
 

関
心
の
あ
る
人
 

★
応
募
方
法
 

4
百
字
詰
原
稿
 

用
紙
5
枚
以
内
（
小
、
中
学
 

生
は
2
5
4
枚） 

〇
ポ
ス
タ
ー
 

★
募
集
テ
ー
マ
 

障
害
者
の
日
 

( 12 

月
9

日
）
を
周
知
す
る
内
 

容
（
作
品
に
文
字
を
入
れ
る
）
 

★
応
募
資
格
 
小
・
中
学
生
 

★
応
募
方
法
 
画
用
紙
B
3
版
 

縦
書
を
使
用
 

★
メ
切
 
9
月
9

日
（
金
）
 

★
応
募
先
及
び
問
合
わ
せ
先
 

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7

の
7
 

福
岡
県
民
生
部
障
害
福
祉
課
 

公
0
9
2

(
6
4
1
)
4
7
6
1
 

◆
 建

設
業
 退
職
金
 

共
済
制
度
 

こ
の
制
度
は
、
全
国
ど
こ
の
 

建
設
現
場
で
働
い
て
い
て
も
事
 

業
所
に
雇
用
さ
れ
た
期
間
を
通
 

算
し
て
、
退
職
金
を
支
払
う
と
 

い
う
業
界
退
職
金
制
度
で
す
。
 

〇
問
い
合
わ
せ
先
 

建
退
共
福
岡
県
支
部
 

（
福
岡
市
中
央
区
警
固
2

丁
 

目
 13 

番
 20 

号） 

容
0
9
2

(
7
6
1
)
0
3
 

Q
〕
に
U
 

◆
巡 
回
交 
通 
事 
故 
相．
談

★
日
 

時
 

9
月
 19 

日
（
月
）
 

10 

月
 17 

日
（
月
）
 

11 

月
 21 

日
（
月
）
 

12 

月
 19 

日
（
月
）
1

月
 17 

日
（
火
）
 

2
月
 20 

日
（
月
）
3
月
 20 

日
（
月
）
 

午
前
 10 

時
、
午
後
4
時
 

（
受
付
は
午
後
3
時
ま
で
）
 

★
場
 

所
 

田
川
市
役
所
市
民
 

相
談
係
（
田
川
市
中
央
町
1
 

の
1
）
公
（
4
4
)
2
0
0
 

0
内
線
1
0
8
 

田 

川 

市 

★
市
民
盆
踊
り
大
会
 
8
月
 20 

日
（
土
）
午
後
6
時
 30 

分
5
 

石
炭
記
念
公
園
噴
水
前
広
場
 

★
彦
山
川
ど
ん
こ
祭
「
い
か
だ
 

レ
ー
ス
」
8

月
 21 

日
（
日
）
午
 

後
4
時
5
 
彦
山
川
河
川
敷
 

糸 

田 

町 

★
田
川
郡
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
大
 

会
 

8
月
 28 

日
（
日
）
午
前
8
 

時
5
 

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

★
少
年
魚
つ
り
大
会
 
9
月
 11 

日
（
日
）
午
前
6
時
5
 
中
元
 

寺
川
岩
下
井
堰
 

金 

田 

町 

★
ふ
る
さ
と
の
川
ク
リ
ー
ン
作
 

戦
 
8
月
 21 

日
（
日
）
午
前
8
 

時
5
 

★
水
と
灯
火
の
タ
べ
 

8
月
 27 

日
（
土
）
午
後
7
時
5
9
時
 30 

分
 
彦
山
川
・
中
元
寺
川
の
合
 

流
点
河
川
敷
 

★
ふ
れ
あ
い
朝
市
 
毎
週
土
曜
 

日
午
前
9
時
5
午
後
1
時
 
金
 

◆ 

行 
相方
談不 
所明 
の者 
特を 
設捜

す 

★
日
 

時
 

9
月
1

日
（
木
）
 

5
9

月
5

日
（
月
）
毎
日
 

午
前
9
時
5
午
後
4
時
 

★
場
 
所
 
福
岡
県
警
察
本
部
 

1
階
m
会
議
室
（
福
岡
市
博
 

多
区
東
公
園
7

の
7
）
公
0
 

9
2

(
6
4
1
)
4
1
4
1
 

※
写
真
、
戸
籍
謄
本
な
ど
手
が
 

か
り
に
な
る
も
の
を
持
参
 

★
問
い
合
わ
せ
先
 

田
川
警
察
 

署
 

公
 
（
4
2
)
2
1
2
0
 

内
線
2
7
6
 

 ◆
 外

 無
大
を
 

あ
た
た
が
く
 

地
域
社
会
に
 

受
け
入
 れ
 よ
 ～つ 

外
国
人
を
め
ぐ
つ
て
、
さ
ま
 

ざ
ま
な
人
権
問
題
が
発
生
し
て
 

い
ま
す
。
 

外
国
人
と
い
う
だ
け
で
、
嫌
 

が
ら
せ
や
暴
行
等
を
受
け
た
り
、
 

見
た
り
聞
い
た
り
し
た
場
合
は
、
 

次
の
と
こ
ろ
（
ご
相
談
く
だ
さ
 

い。 
福
岡
法
務
局
田
川
支
局
 

容
（
4
4
)
1
4
2
6
 

田
駅
西
ロ
 

香 

春 

町 

★
島
原
ふ
れ
あ
い
バ
ス
 

8
月
 

22 

日
（
月
）
5
 23 

日
（
火
）
 

★
ふ
れ
あ
い
朝
市
 
毎
週
日
曜
 

日
午
前
8
時
5
 
役
場
前
広
場
 

★
ザ
・
夏
祭
り
 
8
月
 20 

日
 

（
土
）
午
後
6
時
5

コ
ミ
ユ
ニ
 

テ
ィ
広
場
 
盆
踊
り
・
花
火
大
 

会
な
ど
 添 

田 

町 

★
地
区
公
民
館
対
抗
成
人
球
技
 

大
会
 

8
月
 28 

日
（
日
）
午
前
 

9
時
5
そ
え
だ
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
 

ラ
ン
ド
ほ
か
 

・（鼻 

・一
ii
)
 

書
＼
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じ
 

ニノ ま
 

報
 

広
 

い 
去
る
6
月
 23 

日
、
中
央
保
育
 

所
の
園
児
た
ち
が
、
老
人
ク
ラ
 

ブ
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
 

竹
オ
モ
チ
ャ
作
り
を
し
ま
し
た
。
 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
詳
し
く
 

作
り
方
を
教
え
て
も
ら
っ
た
あ
 

と
、
お
と
う
さ
ん
や
お
か
あ
さ
 

ん
と
竹
馬
や
竹
笛
、
竹
ト
ン
ボ
 

な
ど
を
作
り
ま
し
た
。
 

自
然
の
ぬ
く
も
り
、
手
作
り
 

の
ぬ
く
も
り
が
い
っ
ぱ
い
の
楽
 

し
い
オ
モ
チ
ャ
作
り
の
一
日
で
 

し
た
。
 

おぼえたばかりの方城音頭 

去
る
6
月
 17 

日
、
第
一
保
育
 

所
の
園
児
 29 

人
が
、
老
人
保
健
 

施
設
慈
恵
苑
を
訪
問
し
て
お
年
 

寄
り
と
交
流
会
を
し
ま
し
た
。
 

今
回
は
、
慈
恵
苑
が
毎
月
行
っ
 

て
い
る
誕
生
会
に
招
か
れ
、
お
 

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
 

と
一
緒
に
昔
な
つ
か
し
い
歌
を
 

歌
っ
た
り
、
覚
え
た
ば
か
り
の
 

方
城
音
頭
を
踊
っ
た
り
と
、
楽
 

し
い
ひ
と
と
き
を
す
ご
し
ま
し
 

た。 年
に
何
度
も
慈
恵
苑
を
訪
れ
 

て
い
ま
す
が
、
園
児
も
お
年
寄
 

り
も
会
え
る
日
を
心
待
ち
に
し
 

て
い
る
よ
う
で
す
。
 

［フ7二’了7刊フワ二’フ7’て：’て’77"7フ二ーつm7ク二’了7'Fクア77’」F円フ等「フ7''7アてフフ7'77"77’フ7'7mア77零’77ンフ7・”77"7ノてノ’771 

鷺難難舞舞舞影競競難舞舞舞 
ビ士ぞk登二雀喜を誓玉三k登丑倉ど七登芝f二f蛋f乙ヒ登」登丑2そ丑丑丑丑丑ニ登ニ登三七士三fをヒ釜ぞk登I往をfョ 

7
月
 22 

日
町
立
保
育
所
4

園
 

の
年
長
組
 35 

人
が
、
夏
の
つ
ど
 

い
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

外
で
の
タ
食
後
ゲ
ー
ム
を
し
 

て
、
日
が
暮
れ
た
こ
ろ
「
火
の
 

使
い
」
が
登
場
し
て
フ
ァ
イ
ア
 

ー
に
点
火
。
園
児
た
ち
は
炎
の
 

周
り
に
集
い
、
歌
 

を
歌
っ
た
り
フ
オ
 

ー
ク
ダ
ン
ス
を
楽
 

し
ん
で
い
ま
し
た
。
 

又
、
打
ち
上
げ
 

広 報 

ほうじよう 
(178 号） 仲良 

鷹難一 

南嘉勘篇一一 

きれい ノ・ ツ
 

一
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花
火
や
噴
出
花
火
の
美
し
さ
に
 

歓
声
が
あ
が
っ
た
後
、
 
一
人
一
 

人
が
た
い
ま
つ
を
持
ち
、
「
遠
 

き
山
に
火
は
落
ち
て
」
の
バ
ッ
 

ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
流
れ
る
中
、
 

園
庭
を
一
周
し
て
暑
い
夏
の
一
 

日
が
お
わ
り
ま
し
た
。
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